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７.２  設備関係(2)（S-02）へ続く
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構造関係特記仕様書（１）
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建築物に設ける給水排水その他の配管設備は

７.２  設備関係（２）

風圧、土圧、水圧、地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

建築物の部分を貫通して配管する場合は貫通部分にスリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための

措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合は伸縮継手又は可撓継手を

設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し、又は固定する場合は吊り金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動、衝撃の

緩和のための措置を講ずること。

法第２０条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類する

ものにあっては建設省告示第1389号により風圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上

安全なものとすること。

給湯設備あっては、建設省告示第1388号第5により、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び

衝撃に対して安全上支障のない構造とし、国交告第1447号で定められたアンカーボルト等で緊結するこ

■

■

■

■

■

■

■

と、又は給湯設備の周囲に丈夫な壁または囲いを設けること。

■

■

構造関係特記仕様書（２）
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）
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梁リストによる

本工事に適用

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）
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図 面 名 称
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■ 認定工法（未定）

S-015による

スリット壁を除く、柱付きそで壁、梁付き垂壁・

腰壁の端部も同様とする

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３）
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ボーリング柱状図
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A1・1/100
A3・1/200

no452
髙橋モノクロ



KY1

KY2

KY3

KY4

KX0 KX1 KX2 KX3 KX4

KY1

KY2

KY3

KY4

KX0 KX1 KX2 KX3 KX4

EX7 EX8 EX9

EY1

EY2

EY3

EY4

EY5

EY1

EY2

EY3

EY4

EY5

EX7 EX8 EX9

縮　　　　尺 図　面　番　号

担当検図

工 事 件 名

図 面 名 称

山梨県立北病院保護室増築工事

１階床伏図・Ｒ階床伏図

A1・1/100
A3・1/200

no452
髙橋モノクロ



KX0 KX1 KX2 KX3 KX4

KZ0
KZ1

KZR

KX0 KX1 KX2 KX3 KX4

KZ0
KZ1

KZR

KX0 KX1 KX2 KX3 KX4

KZ0
KZ1

KZR

KX0 KX1 KX2 KX3 KX4

KZ0
KZ1

KZR

KX0 KX1 KX2 KX3 KX4

KZ0
KZ1

KZR

KX0 KX1 KX2 KX3 KX4

KZ0
KZ1

KZR

EX7 EX8 EX9 EX7 EX8 EX9

EX7 EX8 EX9 EX7

EX7 EX7

縮　　　　尺 図　面　番　号

担当検図

工 事 件 名

図 面 名 称

山梨県立北病院保護室増築工事

軸組図（１）
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縮　　　　尺 図　面　番　号

担当検図

工 事 件 名

図 面 名 称
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非耐力壁のスリット要領

ho
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ho ho
ho

≦300

上部スリット

出窓
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D13

スリット

D13-@400
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0
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0

2-D13

スリット

D13-@400

2
5
0

2
5
0

ス
リ
ッ
ト
巾

上部スリット

スリット材は要求される耐火性能を満足・

（振れ止め筋）

振れ止め筋は水平スリットのみとする。・

図示方法は以下とする・

（振れ止め筋）

すること。

振れ止め筋は防錆処理を施すこと。・

KZR KZ1

KZ0

KY3

KZ1

KZ0

KX3
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スリーブ補強（参考）

孔径及び孔の中心間隔は下図とする。・

・

700 ≦D＜900

500 ≦D＜700

孔の上下方向の位置は、梁せいの中心付近とし下記とする。

900 ≦D

D

d

d ≧175

d ≧200

d ≧250

スリ－ブの位置は下図を原則とする。（基礎梁を除く）・

D

@

d

@≧3ｘ((φ１＋φ２)／２))

孔中心間隔

d

φ1 φ
2

１）一般梁（基礎梁を除く）

φ１、φ２≦１／３Ｄ

２）基礎梁

貫通孔位置は下図を原則とし、工事監理者と協議の上最終決定すること。

孔の中心間距離を平均孔径の3倍以上確保・

4
0
0

4
0
0

D

C

A

基礎梁上端

基礎梁下端

C

φ
2

φ1

スリ－ブ不可

通気管(100φ)

≦200φ

梁せいDの１／３以下

D

C

B

A

範囲 許容スリ－ブ径

通水管(150φ半割)

C

AD

基礎梁上端

基礎梁下端

柱
面

C

300

≧1,000

B

φ
2

φ≦１／１０ Dかつφ≦200

Aの範囲で下記の条件を満足する場合は梁・

梁貫通孔補強配筋

した場合は縦方向に2段まで配置すること
ができる。ただし、工事監理者の承諾を

貫通孔の縦方向配置を可とする。

ただし、縦方向@≧3ｘ((φ１＋φ２)／２))

・

・

受けること。

１　一般事項

上記評定品の施工については、各社「施工マニュアル」に従うこと。

孔径（φ）はスリーブ外径を示す。

梁貫通孔補強は、日本建築センタ-評定品（評価品）を採用し、補強計算書を提出し工事・

・

・

監理者の承諾を受けること。

・施工に先立ち、補強計算書にもとづき梁貫通孔補強筋の種類、枚数の確認を行う。

２　スリーブ可能範囲

柱際から水平方向の孔中心位置L1は、L1≧D+φ/2とする。ただし、既製品の評定範囲内で・
孔が梁せいの中心付近にある場合はL1≧Dとすることができる。

構造スリットを設けない壁が取り付く場合は工事監理者と協議の上、スリーブ位置を決定・
すること。

L1=D+φ/2 L1=D+φ/2

D

スリ－ブ可

スリ－ブ不可範囲

不可
スリ－ブ

不可
スリ－ブ

下記の場合は補強筋を不要とする。ただし、孔径があばら筋の間隔より大きい場合は補強筋
を必要とする。

・

φ≦1／10 Dかつφ＜150

下記の場合は補強筋を不要とする。・

φ≦１／１０ Dかつφ＜150

通水管（150φ半割）は上記によらず補強
筋を不要とする。

３）直交梁との距離

大梁と小梁が直交する箇所での孔位置は下図による。

大梁

小梁

200mm以上

20
0m
m以
上

大
梁
：
D

３　孔左右補強あばら筋要領

・通常配筋されるあばら筋を孔の両側に寄せて使用する。孔の両側には、必ず孔際あばら筋を
２組以上配筋すること。

標準配筋は下記の通りとする。下記以上の補強が必要となる場合があるので、施工の際には、・
必ず補強計算書を確認し、孔際あばら筋を配筋すること。

孔際あばら筋は一般部あばら筋と同径・同本数・同強度とする。・

φ

一般部あばら筋

孔際あばら筋5050

50

４　孔上下補強あばら筋要領

400＞φ≧300の時
横補強筋は、2-D16以上とし、孔上下補強あばら筋は、一般部あばら筋と同径・同本数・
同強度・同ピッチとする。

φ≧400の時
横補強筋は、主筋径の2サイズ下かつ2-D19以上とし、孔上下補強あばら筋は、
一般部あばら筋と同径・同本数・同強度・同ピッチとする。
［中子筋がある場合には、必要に応じて横筋を付加し、中子筋も配筋のこと。］

 孔上下補強あばら筋形状 

横補強筋

主筋

135°フック

その他
上記の孔上下補強あばら筋形状は、評定条件の範囲内で別形状とする場合は、工事監理者の
承諾を受けること。

・

・

・

孔上下補強あばら筋

孔上下補強あばら筋

横補強筋

横補強筋

2-D13

かつ腹筋径以上

40dφ40d

階 スリーブ径 補強リング数 スリーブ個数

RG 125φ 2R-S6-2組 1

125φ 2R-S6-2組 4

250φ 2R-S6-2組 7

100φ 7

150φ 1

FG

200φ 2

100φ

2R-S6-2組

7

150φ 5

合計 41

　　　　　の承諾をえること。
※（参考）施工時に評定内容に沿った検討を行い配筋を決定し監理者

梁せい

750mm

800mm

900mm 2R-S6-2組

2R-S6-2組

1,600mm

2R-S6-2組

2R-S6-2組250φ 2

100φ

2R-S6-2組

2

100φ 2

750mm

2R-S6-2組200φ 1

B梁 2R-S6-2組

800mm

縮　　　　尺 図　面　番　号

担当検図

工 事 件 名

図 面 名 称

山梨県立北病院保護室増築工事

梁スリーブ補強要領図
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EY1

KZ1

KZ0

KZ1

KZ0

EY1

EY2

EX7 KX0

縮　　　　尺 図　面　番　号

担当検図

工 事 件 名

図 面 名 称

山梨県立北病院保護室増築工事

既存階段改修詳細図

A1・1/20
A3・1/40
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